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※各地方本部止め
組合事務所にＦＡＸを有する単組・総支部にのみ地方本部よりＦＡＸで指示をお願いします。
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自治労北海道本部
執行委員長　　山　上　　潔
（道　民　運　動　部）　
関西電力高浜原発でのプルサーマル実施に対する緊急打電行動について（要請）
連日のご奮闘に敬意を表します。
　2010年12月24日、福井県の関西電力高浜原発3号機（加圧水型軽水炉、87万KW)に、MOX（プルトニウム・ウラン混合化合物）燃料が８体装荷され起動されました。25日には調整運転となり、国内４基目のプルサーマルによる発電となる見込みです。
プルサーマル計画は、原発の安全余裕度を下げるものであるとともに、経済性を度外視した計画であり、もんじゅや六ヶ所再処理工場の事故により計画自体が破たんしたものであることは明白です。さらに、高浜原発で使用されるMOX燃料は、本年８月、その製造過程において燃料ペレットの不具合が発生するなど燃料の信頼性にも大きな問題があります。
つきましては、今回の起動・調整運転に強く抗議するとともにプルサーマル計画の中止を求めるため、平和フォーラムから発出された『関西電力高浜原発でのプルサーマル実施に対する緊急打電行動について』（添付文章参照）」に基づき、関西電力株式会社　八木誠取締役社長への緊急打電行動について、自治労としても積極的に取り組むこととなり、各県本部へも協力要請がありました。

これを受けて、北海道本部としても、年末のあわただしい時期ではありますが、最大限の取り組みを行うこととしますので、各単組・総支部については、積極的な取り組みをお願いします。

　記


１　打電要請先（FAX送信先）

関西電力株式会社　取締役社長　八木 誠FAX:０７７０－３２－３６３５

２　取り組み期間

緊急の取り組みであり、12月中の取り組みをお願いします。
３　文例　①「安全性が確認されていないMOX燃料の装荷・起動に抗議するとともに、MOX燃料の使用中止を求めます」
②「関西電力は、MOX燃料の検査結果を公表し、安全性について県民の理解を得ることを求めるとともに、使用済みMOX燃料の処分問題が解決できないプルサーマル計画を即時中止するよう強く要請します」
③「使用済みMOX燃料の処理・処分の見通しもないままのプルサーマル計画の強行は断じて許されません。国民・県民の安心・安全を踏みにじる見切り発車はやめてください」
４．その他
（１）取り組みの結果については、別紙報告書で、道本部ＦＡＸ　０１１－７００－２０５３までご報告ください。
（２）不明な点は、総合政策局自治体政策部（山木・佐々木）まで連絡してください。ＴＥＬ　０１１－７４７－３２１１
（参考１）
	２０１０年１２月２２日
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日々のご健闘に敬意を表します。

さて、この間、玄海原発、伊方原発、福島原発と相次いでプルサーマル計画が強行されてきました。そして本日、福井県の関西電力高浜原発３号機（加圧水型軽水炉、８７万kＷ）で、ＭＯＸ（プルトニウム・ウラン混合酸化物）燃料を８体を装荷して起動することになりました。２５日ごろには、調整運転となり、プルサーマルによる発電となると予定されています。これで国内で４基目となります。

しかし今年８月には、高浜原発で使われるＭＯＸ燃料の製造過程で、燃料ペレットの不具合が発生し、製造体数を１６体から１２体に減らした経緯があり、燃料の信頼性にも問題があるものです。

さらにこのプルサーマル計画自体は、「灯油を燃やすために設計されたストーブでガソリンを燃やすようなこと」と言われているように、原発の安全余裕度を下げるものです。その上、ＭＯＸ燃料は通常のウラン根料に比べ８倍以上も割高と言われています（高浜３号・ウラン燃料１億円に比べ、ＭＯＸ燃料は８.８億円）。すでに原発の経済性のメリットがない中で、ますますそれを失わせるものです。経済性を度外視して進められるプルサーマル計画に、どのような意味があるのでしょうか。さらに国や電力が進めるプルトニウム利用政策もすでにもんじゅや六ヶ所再処理工場の事故によって破綻しており、プルサーマル計画をめぐる状況は明るくありません。

そのような中で強行される高浜原発のプルサーマル計画の強行に対して、地元からも反対の声が上げられています。今回の起動・調整運転に対して、強く抗議するとともにプルサーマル計画の中止を求め緊急打電行動をお願い致します。

記

１．打電要請先（ＦＡＸ送信先）

　　　関西電力株式会社　　取締役社長　八木誠

FAX　０７７０－３２－３６３５

２．実施時期　　２０１０年１２月２８日まで

３．内　　容　　（打電案文）

■　安全性が確認されていないＭＯＸ燃料の装荷・起動に抗議するとともに、ＭＯＸ燃料の使用中止を求めます。

■　関西電力はＭＯＸ燃料の検査結果を公表し安全性について県民の理解を得るまでは、プルサーマル計画の中止を強く要請します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

■　使用済みMOX燃料の処理・処分の見通しもないまま、プルサーマル計画の強行は断じて許せません。県民の安心・安全を踏みにじる見切り発車をやめてください。

＊なお、別紙に地元・原子力発電に反対する福井県民会議が出しました要請文を参考に添付しました。打電要請される際の参考にしてください。


（参考２）

	２０１０年１２月１日

関西電力株式会社

代表取締役社長　八　木　誠　様

原子力発電に反対する福井県民会議

代表委員　吉　村　　　清

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　中　嶌　哲　演

　　　　同　　　田　嶋　公　人

高浜３号炉MOX燃料装荷に関する申入れ

関電高浜３号炉は、今日、明日にもMOX燃料が装荷され、１２月中には運転を開始すると伝えられています。４０年超運転に入った敦賀１号機、美浜１号機をはじめ多くの老朽炉がひしめき、その安全性確保が最優先されるべきときに、プルサーマル実施の新たな危険を持ち込むことに反対します。

私達は、軽水炉でプルサーマルを実施することの危険性について、９９年９月のBNFL社製MOX燃料高浜搬入時から指摘してきました。国内で実証試験も経ていないことの住民の不安をまったく無視した計画が、装荷によって実施へと大きく動きます。

プルサーマルは軽水炉原発で発生した使用済み燃料の行き場対策であることは明白です。しかし、実施すれば、使用済みMOX燃料の処分はますます迷路に入りこんでしまうことは間違いありません。

複雑な使用済みMOX燃料の処分方法は、まだ決まっていません。先進国フランスでさえ、いまだに処分できず、ラ・アーグ再処理工場に保管されています。搬出先予定としていた第２再処理工場については、「０５年原子力政策大綱で２０１０年頃から検討開始」から「これから１０年で検討する」（近藤俊介原子力委員長発言）に大幅に後退しました。

　こうした長期に搬出先も決まらない中でプルサーマルを先行させることは、実施した高浜原発敷地内に半永久的に保管せざるを得ないことになります。

先行き不透明な処分問題をあいまいにしたままのプルサーマルは、実施すれば確実に発生し、地域住民の将来にわたる重い負の遺産となるので、まずは装荷しないよう心から要請します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


報告先＝011-700-2053（道本部・道民運動部）

送信に際して送信表は不要です。
関西電力高浜原発でのプルサーマル実施に対する緊急打電行動の取り組み報告
　　地方本部名　　　　　　　　　　　　単組・総支部名　　　　　　　　　　　　
	行動を行った組織
青年部・女性部など
	
	
	

	要請行動実施の有無
	
	
	


要請行動を行った先に「○」を記入してください。

　 

以　上







